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恐
懦
の

原イ

X

グ
ラ
' 

ン

ド夫
*
:
:
f

ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
失.<< 
は
来
國
ネ
プ
ラ
ス
力
州
立
大
學
の
i

に
し
て 

同
國
屈
指
の
女
流
經
濟
，

な

S
.
O

夫
人
は
殊
に
‘恐
慌
の
研
究
を
以 

て
知
-
る.
0 

本
年 EL

ガ
發Ijl?
の JO

U
3
a
I

 

o
f

 

ガoli
t
i
c
a
l

 E
c
o
n
o
m
y

 

所 

載
の1

文i
E
c
o
n
o
x
n
i
c

 C
r
i
s
i
s

は
夫
人
の
攀
に
成
る̂6
の̂
に
し
て 

其
髓
論
多
少
徹
底
せ
ざ
る
所
な
さ
に
非
ざ
る
槪
し
て
穩
健
有 

な
る
文{
子
な
り0
依
て
之
が
顿
槪
を
独
に
総
介
せ
ん
と
欲
ず
0

原
文 

に
W

多
{
の
脚
註
を
附
し
れ
れ
と
独
に
は
其
大
部
分
を
翁
略
せ 

り
0 (

S
 

T
 

)

恐
K

の
原
因
と
し
て
人
の
指
摘
せ
る
だ
の
實
に
枚
擧
，
 

に
追
あ
ら
す
。
殊
に
恐
慌
の
結
果
を
ぱ
恐
慌
の
原
a

と 

1

す
論
者
さ
へ
あ6

?
叉
他
の
識
者
に
し
て
恐
慑
の 

1

原
因
を
以
て
恐
慌
の
唯j

の
原
因
な
6

と
論
b

、
此
‘ 

原
因
に
劣
ち
ざ
る
か
或
る
は
之
よ
-

重
大
な
る
原
因 

を
無
視
す
る
？
の
あ6

。
K

に
他
の
説
者
は
恐K

な
る 

な
の
が
頗
る
複
雜
な
る
現
象
に
し
て
其
原
因
と

5?
^

す 

可
き
ダ
の
少
か
ら
さ
る
を
認
む
れ
と

R
P、

各
其
原
因
の

七
五
ニ

輕
重
に
就
き
て
は
意
見
を
異
に
せ
ヶ
。
要
す
る
に
、

S
 

慌
の
原
因
i

看
做
さ
れ
お
る9

P

の
は
其
數
旣
に
嚴
か
ら 

さ
る
を
以
て
、
此
上
に
吾
人
は
恐
慌
に
關
す
る
新
說
を

」 

求
む
る
こ
と
を
爲
さ
卞
し
て
'、
在
来
の
各
學
說
が
如
何 

な
る
賴
度
迄
黄
理
な
る
ダ
の
な
る
を
前
究
し

(

大
多
數 

の
恐
懷
偷
は
各
々
多
少
科
學
的
根
據
を
有
す
る
ダ
の 

如
し)

、
而
し
て
然
る
後
恐
慌
の
原
因
と
看
做
す
可
き
备 

事
情
が
恐
憶
を
誘
敎
す
る
上
に
於
て
如
何
程
重
要
な
る 

就
位
を
む
る
ダ
の
.
な
る
.や
を
講
究
せ
を
'る
可
わ
ら
す 

此
研
究
を
遂
げ
た
る
上
に
..、
恐
慌
に
關
す
る
在
来
の
學 

‘

說
の
長
®
を
取
捨
し
て
一
個
の
綜
合
的
學
說
を
立
つ
る 

こ
と
を
得
可
し
。
序
に
云
ふ
、
若
し
恐
懷
に
關
し
て
說 

を
立
つ
る
者
が
暖
味
な
る
用
語
叉
は
不-兒
全
な
る
®
義 

を
用
ゆ
‘る
，

5
P

の
を
避
け
お
6

し
な
ら
ぱ
、
吾
人
は
恐
慌 

に
關
し
て
斯
ぐ
迄
ダ
多
く
の
異
說
を
問
く
が
如
き

U

 
1
C 

あ

らf
0

6

し
な
る
可

し

。

下
文
に
於
て
肅
す
る
恐
悦
誰
は
傭
明
を
主
と
し
、
各 

論
®

に
働
し
て
.充
分
な
る
論
説
を
加
ふ
る
こ
i

を
敢
て

.

せ
さ
る
可
し
。
若
し
ぷ
實
を
引
證
せ
ぱ
、
論
文
を
法
外 

に

腊

服

せ

し

む

る

に

至

る

可

け

れ

ば

，な

6

。
本
篇
に
於

.
 

て
開
陳
せ
る
學
就
は
恐K

を
綿
密
に
研
鎭
し
お
る
結
果 

i

し
て
到
着
せ▲

結

瑜

の

摘

要

と

だ

す

可

き

？
の 

、

\

な
ん
み
す
。
斯
く
の
如
く
、
：結
隐
の
摘
要
の
，み
を
：
^

.

す
る
と
？
讀
者
ふ
し
て
首
肯
せ
し
む
る
こ
誰
は
！̂
る 

可
れ
と
ダ
、
或
は
多
少
の
暗
示
を
與
ふ
る
こ
i

を
：得
可
. 

し
。
本
篇
に
於
て
用
ぬ
お
る#

識
以
外
の
®
明
に
就
き 

て

は

各

其

館

所

に

於

て

擎

者

.の

是

迄

に

發

表

甘

る

恐

慌 

-

に
^

る
論
文
を
引
照
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
附
記
せ
6

0
 

.

加
え
、
規
游
§

の
.
1

し
つ
、
ぁ
る
數
篇
の#

文14 

於V

此

問

題

を

更

に

.詳

論

せ

ん

と

欲

す

。

ダ
义
產
業
的
恐S

と
は
多
く
の
債
務
者
が
倩
務
を
償 

,

法
す
可
‘き
.時
に
之
を
.償
却
す
，る.
.こ
.
.
i能
は
さ
る
.と
.き
の 

,

厥
態
を
云
ふ
。
此
種
の
恐K

の
前
後
，に
又
は
之
と
间
释 

に
货
#

,

の
需
用
は
激
減
ず
る
を
常
と
ず.。
今
假
6

に
推
. 

理
0

便
宜
上
金
§

の

琪象
-.;

産

業

界

の

現

象

と

を

分 

m

離

じV

え

を

赚

究

す

る
i

せ

ぱ

、
.
金

の

敬

慌

ぱ

多

雑

.
錄

く Q

債
務
者
が
其
倩
務
を
辨
愤
す
る
を
傳
ざ
る
の
狀
態 

1

云
ひ
、
此
種
に
屬
す
る
恐
懷
の
强
度
は
被
産
者
め
數 

其
地
理
的
分
布
其
債
務
總
額
に
依
い
て
之
を
知
る 

こ
i

を
得
可
し
。
之
に
反
し
で
產
業
的
恐
慌
の
转
徵
は 

貸

物

需

用

の

激

減

に

し

ズ

、

其

强

度

は

物

慣

下

落

の

.輕 

度
を
以
て
之
を
知
る
こi

を
得
可
し
。

(

K

)

註
"
叫
ヤ
グ
ラ
ー
巧
日
{
、
恐
慎
と
は
物
惯
の
下
落
を
云
ふ
と

0
然
り 

と
雖
ぁ
、
物
價
の
下
落
は
恐
慌
の.原
因
と
云
ふ
ょ
り
％
寧
ろ
其

1

'
 

結
跟
な
り
0
.尤

物

M
の
，下
落
は
植
々
の
模1

を
餘
儀
な
{
せ 

し
：

S
f

維
ラ
て
或
は
密
千
の
被
座
を
誘
致
ず
る
こ
と
參
る
可
し
。

先
づ
塵
業
の
浮
沈
ょ-
^

班
る
可
含
産
業
上
の
恐K

の 

發
生
す
る
を
論
せ
ん
に
、此種.
の恐慌の發生す 

る
前
に
吾
人
の
目®

ず
る
好
景
氣
は
货
物
鶴
凝
の
愤
加‘ 

に
0

づ
く
ダ
の
.
な

ら

而

しy

货
物
需
用
の
®
加
は
生 

と
し
て
☆

業
の
膨
1

ち
旣
設
の
.事
業
を
擴
張
し
或
は'

新
事
業
を1

1

始
ず
る
爲
め
に
要
す
る
資
ボ
財
の
需
用 

に
依
'

^

て
.誘
敎
せ
ら
れ
お
る
タ
め
な6

と
す
0

さ
れ
ど

 

K
#

に
し
て
.
吾
人
は
新
事
業
は
旣
設
♦
業
擴
張
に
關 

す
る
統
計
を̂

^

卞
。
尤

哩

數
，に

て

計
算
せ
る
鐵
，道

七
s

j

殺I
I



m

錄

七五
！！

m

建
設
に
關
す
る
頗
る
®
御
な
る
統
許
の
存
す
る
あ
A

y

 

,

每
年
度
に
於
け
る
鐵
道
材
料
の
需
用
額
ど
比
較
碑
究
す 

る
こ
i

得
る
ダ
、
.他
の
多
く
の
產
業
に
就
き
て
は
斯
わ
. 

る
精
密
な
る
統
計
を
得
る
こ
と
能
は

f
t；

る
な
6

0

、
各
種 

の
事
業
經
營
の
爲
め
に
用
ゆ
，る
資
本
財
の
需
用
總
額
に 

.
、關
し
て
吾
人
の
入
手
し
能
ふ
最
上
の
•

標

準

は

、
.
新

お

に 

設
立
せ
ら
れ
お
る
會
社
の
株
ま
並
に
社
僮
な
，

6

と
ず
。

‘

英
國
に
於
て
は
資
金
の
需
用
額
に
關
す
る
多
年
間
の
統 

.許
の
存
す

る

あ
6

て
、
米
國
に
於
ズ
ダ
ぜ
來
此
種
の
統 

,

計
を
編
！

t
l
-
'

る
に
至
6

だ
6

。(

註

j 

)

好
景
氣
の
季
節
：
 

,

に
於
け
る
此
資
金
の®

用

は

頗

る

莫

大

な

ら

。
例

，
へ
ぱ 

英
國
に
於 

は

、
，千
八
百
七
十
三
年
の
恐1

別
に
資
金
. 

の
W

加

は

五

十

二

j

割
に
上
6

、
千
八
百
八
十
三
年
の
恐 

1

に
は
ニ

一

十

三

割

丸

分

に

上
6

、
千
八
百
九
十
年
の 

，恐K

前
に
は
®

な
く
十
六
糊
五
分
、
千
九
百
年0

恐 

.

慌
前
に
は
！
一
十
三
割
六
分
に
上6

お
6

0

而
し
て
此
等 

新
會
社
の
：婴
す
る
货
撒
の
需
用
は
其
货
物
の
償
将
を
騰
. 

'

貴
せ
し
め
、
價
格
の
騰
貴
は
生
産
者
の
利
®
を
谓
加
し

且
つ
生
產
を
刺
戟
す
る
の
：作
用
を
有
す
。

(

註
ニ)

此
货 

物
需
用
の
塘
加
は
頗
る
重
大
な
る
結
®
を
誘
致
す
る
ダ 

の
#
'
^
<
?を
以
v

、

企

業

勃

與

-
^
好

景

氣

と
を

！！
：

物

な6
 

敢V
®

言

に

非

る

可

し

。
斯
く
の
如
く 

企
業
の
勃
興
は
特
續
財
の
需
用
を
憎
加
ず
る
の
み
な
ら 

す
、
叉一

方
に
於
て
は
^

^

の
需
用
を
ダ
潜
加
せ
し 

む
る
ぢ
の
な
6

と
す
。
如
何
と
な
れ
ぱ
好
景
氣
に
は
必 

す
.や
‘生
活
糖
度
の
昂
進
の
之
に
伴
ふ
のを

に

f
 

さ
は
れ
、
1

財
需
用
の
獵
加
は
货
物
の
§

用
額
を 

な
®
加
す
る
は
勿
論
な6

.と

雖

，ポ

、

是

れ

は

好

！

^
M
氣
の 

原
因
と
し
て
よ6
.
ダ
寧
る
其
結
果
と
看̂

^

可
きT
i
p

の 

な
6

。
要
す
る
に
、
産
業
界
の
好
景
氣
は
新
事
業
の
開 

.
拓
に
度
す
.
る
資
本
財
需
用
め
.潜
加
依
ろ
て
誘
敎
せ
ら 

る〜
7̂
,,

の
に
し
て
.、
産
業
界
の
不
最
氣.は
之
と
}
反
骤 

に
資
本a

s

需

用

の

減

退

の

酸

せ

る

ダ

の

と

す。
.

(

註 

三)
物
慣
は
資
本
財
の
：需
用
が.減
退
せ
ざ
る
間
に
依
然 

と
し
て
騰
賞
ず
可
レ
。
之
に
反
し
て
企
業
勃
興
に
し
て 

頓
挫
せ
ぱ
、
，
货
物
の
需
用
は
減
退
し
、
從
つ
て
他
の
事
‘

おだ

m

情
に
し
て
變
北
な
し
と
せ
ば、
' 

物
價
は
ド
落
プ
冗
し
。

註

1

、
千
九
百
：☆
年
ょ
®̂'
モ
九
百
十
二
年
迄
に
合
隶
國
に
於
て
發
行
せ 

ら
れ
お
る
新
械
或
社
债
は
、
パ
プ
ク
ン
氏
の
報
告
に
依
れ
ぱ
、
左 

の
如
し
0
 

.

.

 

.

.解

.，.
/ 

、
 

卯 

】

九
0

五 

1

>ニ
三
八
、九
ゼ
八、0

0
0

•解
.-.

】

九
0

五 

.
1

九0

六 

1
*
^
0

 

七 

1:

九
0

八 

!

九0

九 

】

丸1

0
 

1

九
ニ

1

九

！
 

ニ

r

六
三
七
、0

 

ニ1
5
1

五0

 

1,'三
九
三
、
九
ニ
ニ
、
三'
0
0 

:

r
、
5
1
三
、1

九
九
、
三
七1 

.

1
>
六

八1
、

六
ニ 
0
、
六
八
0

五1

八、ニ七ニ、五七
九
，

.1
、

七
三
九
、n

入
七
、、七
ニ 
0 

\11、

二
丑
三
ン
八
七
、ニ
，九

六

,

进
ニ
"

例
へ
ぱ> 
モ
丸
百
年
の
恐
慌
前
に
於
け
氣
時
代
に
露
西 

.

.

.亞
は
盛
ん
化
纖
道
を
败
設
し
け
る
が
V

同
闇
の
製
鎭
所
は
莫
大
な 

■ 

■
る
酣
當
金
を
变
拂
へ
り0

1

例
を
舉
ぐ
れ
ば
、4=^

々
ス
ド
！r'
l

?

ロ'
々
製
鐵
所
は
五
年
間
に
十
七
割
の
酬
赏
を
ま
拂
ひ
セ
り
0 

. 

§
1、

ハ
ル
氏
日<(

I
R
S
r
i
a
l

 

D
e
p
r
e
s
s
i
o
i
i
s
,

 

P
.
U
C
O
J;;.!!

人
が
赞
昌 

と
名
の
は
ぐ
ん
ど
添'
^
}

-i

事
の
！‘ゆ
的
激
填
の
歸
致
せ
る 

0
®
の
に
じ
て
、

！

★

人
が
產
業
の
衰
微
と
稱
ず
る

S6B

の
ほ
殆.N̂

と
誉 

i
-
#

か
激
城
の
醜
せ
る

^

の

が

と

。
敦
し
至
言
と
謂
ふ
可
し
：

-

然

ゲ

，と

雖

タ

、
.
數

糖

月

又

は

數

筒

年

に

一

足

ら

て

繼

續 

し

、； ®

ひ

て

好

景

氣

を

酸

生

せ

し

企

業

.の

勃

與

於

何

故 

に
.
頓
接
ず
る
に
至
る
？
の
な.る

や

は

是

れ

吾

人

の

’知

ら 

ん
と
欲
ザ
る
所
に
し
て
、
此
間
題
を
だ
に
解
決
せ
ば
、 

吾 <
；

は
.恐

慌

の

原

因

を

蘭

明

ず

る

こ

と

を

得

る

の

な
 

ろ
と
す
。
産
業
繁
盛
の
原
因
を
說
明
す
る
ぱ
比
較
的
離 

事
に非

#
!
;

る
タ
、
產
業
の.衰
微
に
關
し
て
事
實
とj
敷 

せ
る
舉
誰
を
立
つ
る
は
頗
る
面
難
に
し
て
、
-從
つ
て
其 

原

因

は

猶

ほ

經

，濟

學

の

*

^
決
問
題
お
る
な6
0〈

t

t1
y

 

然
6

i

雖

若

し

企

業

勃

興
i

好
景
氣
と
を
殆
ん
と 

同
.I

.

物
と
看
做
さ
ぱ
、
好
景
氣
な
る
言
葉
と
共
に
聯
想 

せ
ら
る
、
幾
多
の
翰
々
騰
味
，な
る
觀
念
は
多
少
明
確
i
 

.な
6

、
從
つ
て
好
1

を
：胆

'止

せ

し

む

る

の

原

因

を

j 

層

確

的

.に

說

明

ナ

..る

を

得

す

し

。
擎

者

の

，信

す

る

所

に

. 

據
れ
ぱ
好
景
氣
は
左
記
三
個
の
原
因
の.，

一

若
し
く

は1
1
1 

&

の

原

因

全

體

又

ほ

其

.一 :

都

分

に

依

-
^
て

誘

敎

せ

ら

る 

る
-

R
P

の
‘な
-0

と

ず

。

註

！
、
ィ
リ1

敎
校
日
<
、(

0
ロfilines o£ E

c
onomics 

p
,

 

2
S

7
=
i

或
る 

j

 

. 

，七
五
近

い1 

*
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 '::

I



雜 

錄

が

★
線>^

.

のisS

因
を
分
解
时
究
ず
る.は
旧
難
な
る
の
け
な
ら
.ず 

;
5
と
し̂
^
^
'は.
.す
|
?
能
な
る
が
、
俩
れ
の
に3S&

適
し
得
る
恐
バ 

レ'
' 

慌
に
關
ず
る
學
湖
を
立
つ
る
は
蹄
は

)

厳
因P

な
リ
と0

【

，：
企

業

：
の

孰

與

/

ホ
企
筹
だ
最
早
失
れ
以
上
に
企. 

業
上

の
危

臉

を
冒
す
こ

と

を

欲

せ

’
！
^
：

る
が
爲
め
C

.

0
 

挫
す
‘る

こ
i

あ

る
可
し
9

1

業
：に
は
か
#

，一
 

大

危

：
 

臉
の
伴
ふ
.
可
き7

^

の

な

ふ

は

疑
ふ
，可

ら

タ0

如

何

と

，
 

な

れ

ば

、
新
事
業
が5

^

し

V
..

利
益
の
有

る

％
の
な

る
 

'

'
-
や
否
や
は
之
を
試
み
お
み上
な

ら
'

は̂
知
る
こ
と
を 

得
す
、

1

息
其
®

が
失
敗
に
歸
し
お
る後

は
 

最
早
投
入
せ
る
資
本
を
同
收
ず
る
こ.i
を
.
得
ざ

る
を 

以
て
也

々

さ
，
.れ
，
ば

、

ま

吊

に

投

機

的

な

る

事

業

に

#
 

し

て
.資
本
家
が
投
入
す
る
を佛

せ

ざ
る
資
本
額

に
は 

.
從
つ
てI

定
の
限
度
あ

-
^
。然
6

i

雖
ダ
新
事

業

の
 

發

起

人

は

此

服

度

に

何

等

の

注

意

，
^
拂

は

ホ

じ

て

種 

々

の

企

業

をW
盡

し

、
，遂
.に

桃
1
^
倩

0

の

實

ロ

の

：
，

, 

®
し

く

爲
6

お

る
を

見

て

始

め

て

株

式

倩

券

ウ

供

货
 

め

過

多

な6
し

を
慎

る
に

至

る

な6

0
嚴

れ

ま̂

^

七M

六
.
,

Tir>*|tr

場
.，

y
;l

於

て

愿

々

目
^

!

-

る̂

現

象

な'

'
C
\

と
.す
.
O

Yせ
.
. 

•

1’
1

斯 

め

如

く

好

景

氣

が

變

b

て

不

景

氣

と

爲

る 

、？0

 

A

.
は

货

幣

制

廣

の

良

杏

、

利

脚

の

播

減

、

利

子

4
1
^

, 

A

n

の

關

桃

め
®

減

若

し

く

は

其

仲

通

常

®
懷
 

は
不
景
氣
め
原
因
る
！

1
!

^

さ
を〜

现
f

ぽ
等
の 

關
係
を
有
せ
！^:
.る
，̂
ス

誰1

、
ギ
ズ
ジ
ン
两
ほ
千
九
百0III

年
の
，不

觀

に

就
'
♦
.て、0

1

ぐ
、
.

•
:
. 

(

Q

J

f 

.a s
p

ル
I

夏

千

九

百

。111

年
に
於
け
る
鐵
道
公
權 

資
本
の
增
加
率
は1

劇II

分
に
.

r
H
0

た

る

が

，、
，
せ
：

®

前
>
ヶ̂

^
^
の 

平
均
晴
加
傘
は
六
分
に
過
ざ
ざ
り.
^
0加

之

、

座

業

會

^

の

公

稱 

資
本
が
同
雄
に
於
て
激
滑
せ
る
こ
と
に
想
到
せ
:

キ

株
式
の
供
給 

過
多
卽
ち
有
惯
賺
务
ル
持
腐
が
不
嚴
氣
の
誘
数
を
助
：

b

た
るas,

の 

の
如
ズ
思
は
：る

、
節？^
. 

L
ず
0

i
!

企
業
の
勃
興
は
銀
行
が
最
早
資
本
許

—

に
支
拂
準 

備
と
の
關
係
上
贷.出
：し
得
る
次
け
の
資
金
を
贷
出
し 

盡
し
お
る'を
以
て
失
れ
以
：上
を
^
^

附
を
爲
すC -

v
i

を 

棍
韻
せ
る
か
爲
め
：に
、
頓
挫
す
る
て

.
L
C
あ
..る
可
し
0 

銀
行
を
.鼓

1=̂

特
に
擧
げ
お
る
は
銀
行
が
企
業
資
金
の 

ポ

1

，の̂
^

給

者

非
^

|
K

と
す
る
？

P
,

少
く
と
.

7
5
P

主
な
る

l

i

i

i

i

i

i

i

i

^

i

i

i

^

i

i

l

i

s

i

l

i

i

^

i

i

i

M

■
 

■

-

-

 

供
絲
者
な
る
を
以
て
也
。
若
し
斯
の
如
く
總
て
の
遊

， 

金
を
悉
く
便
用
し
お
る
後
は
外
國
よ-
^

資
金
の
：供
給
.
，

を
仰
ぐ
に
非
ざ
れ
ば
、
新
企
業
を
中
止
し
す
貨
物
需 

,

•

 

用

，の
減
退
に
次
や
必
す
發
生
す
可
き
不
景
氣
を
座
じ 

. 

て

待
つ
よ
6

外
に
何
等
手
段
の
採
る
*巧
き者

な
し
。

.

' 

H
 

>
企
業
勃
與
は
企
業
界
の
將
ボ
に
對
す
る
不
安
の 

念
の
爲
め
に
頓
挫
ず
る
こ
と
あ
る
し
。
此
不
安
の 

令5.

は
種
々
な
る
原
因
の
結
果i

し
て
發
生
す
可
し
。‘，

1 

j

例
を
擧
ぐ
れ
ば
、
總
て
の
投
資
の
利S

、
殊
に
新
事 

集
の
利
益
が
保
読
？
^

は
豫
期
せ
ら
れ
お
る
よ6

ダ
少 

額
な
る
の
事
實
よ6
企
柴
劉
す
る
不
安
の
念
をg

一
 

す
こ
と
あ
タ
"

企

業

の

利

益

が

役

入

資

本

の

割

<
ロ
に 

は
少
額
な
ら
ざ
る
な
、
若
し
資
本
を
役
入
せ
し
者
が 

期
待
せ
し
額
に
達
せ
ざ
る
こ
と
あ
ら
ぱ
、
企

業

熱

が
. 

夫
れ
が
爲
め
に
檢
却
す
る
こi

あ
6

。
又

企

業

は

多I 

く
の
事
業
の
.
利
S

が
思
は
し
か
ら
き
る
が
爲
め

U

振 

は
き
る
に
至
る<V

J
i

あ
る
冗
し
。
此
場
<
ロ
に
め
て
は 

§

投
入
せ
ら
れ
.
ぉ
-る

資

本

だ

浪

費

せ

ら

れ

>
^
と

同

様

な

■m

m

m

の
考
へ
-を
與
ネ
るt

i

み
6

。
义
事
業
の
成
績 

料
急
に
攀
f

ざ

る
の
理
由
の
爲
め
に
、
資
本
主
が 

，
落

膽

す

る

こ

あ

新

企

業

が

火

事

、

地

霞
 

洪
水
等
の
如
き
損
害
の
爲
め
に
顿
桃
す
る
に
：金
る
こ 

i

あ
る
可
し
。.
或
は
叉
產
業
の
爲
め
に
不
利
益
‘な
る 

法
律
が
制
定
せ
ら
る
'

わ
若
し
く
は
其
制
定
、が
豫
期 

せ
ら
る〜

と
含
に
企
業
が
振
はft；

る
こ
と
あ
る
可
し 

企
業
の
賊
退
は
企
業
家'S

高
率
の
利
子
步
<
ロ
を
支 

挑
ふ
こ
i

を
欲
せ
ざ
る
の
結
巢
て
誘
致
せ
ら
る 

\

こ
と
あ
6

0

企
業
は
义
金
融
界
の
恐
懷
中
に
於
け 

る
が
如
く
信
用
が
收¥

る
ル
或
e

l

^
其
收
縮
の
S
 

念
の
生
b

お
る
'が

爲

め

'
に

不

振

と

な

る

こ

i

あ
る
！
^
 

し
。
銀
行
が
企
業
の
將
來
に
對
し
て
悲
觀
せ
る
の
結 

栗
と
し
て
銀
行
が
企
業
家
及
び
事
業
の
發
起
人
に
贷 

附
を
拒
®

ず
る
の
狀
態
は
銀
行
の
手
控
と
し
ズ
知
ら 

る
、
の
現
象
な6

。
銀
行
が
斯
く
の
如
く
手
控
す
る 

は
金
融
界
の
恐
^

に
於
け
る
狀
態
の
將
徵
な
る
資 

附
の
繼
續
は
長
期
贷
付
に#

す
る
要
ま
が
餘
6

に

七
五
七

,
V 
、
•，‘、

r
I

A
s 

.



II
域

m

錄

I
,

,

頗

繁

な

み

じ

故

：に

じ

.

な

る

根

據

を

有

す

る 

タ

の

な

，

0
.

と

購

つ'巧

.
：̂

。

 

:

.

,
'

企
業
の
將
來̂̂

關
す
^
^
不
安
の
念
が
相
當
の
理
由
ぉ 

る
ダ
の
に
せ
ょ
、
將
お
又
何
等
の
理
由
な
き
？
の
に
せ 

ど
： 

'

其
絡
巢
ほ
下
記
の

i 

於
て
一
致
す
可
し
。
：卽 

ぉ
、

新
企
業
は
此
み
實
業
界
は
不

3
$

^

と
な
る
可
し
。 

さ
れ
ど
、
若
し
將
來
に
對
す
る
不
安
の
念
が
何
等
の
理 

☆

な
か
'0

し
；̂
の
な
る
こ
と
を
發
見
せ
ば
、

景
氣
は 

永
續
せ4

K
、

企
業
は
再
び
間
タ
無
く
盛
ん
，と
爲
る
可
き 

反

し

若

し

其

不

安

の.念
.

確
わ
な
'る
理
由
め
存 

さ

る

の

な

せ

ぱ

、
被
産
：者
の
藤
理
が
片
付
く
を

.
 

’
企
業
は
再
び
盛
ん
と
爲
ら
ざ
る
可
し

。

!

.

之
に
反
し
て
、
金
融
界
の
恐
慌!

多
く
.の
倩
務
者 

か
務
辨
濟
の
骑
期
K

支
拂
不
可
能
i

な
料
み
こ
i

l

 

i

は
主
と
し
て
產
業
及
び
金
融
業
の
利S

が
借
入
义
は
、 

支
出
の
1

お
ろ
し
豫
想
利
潤®

大
な
ら
f

c
ろ
し
が
爲 

め
に
賺
敎
せ
ら
る>

'

ダ
の
に
し
て
、
且

つ

叉

信

の

欧 

縮
に
依
ろ
て
ダ
多
少
助
勢
；

jl；

ら
る
こ
と
あ
6

0

此
信
用

,
.

七
五
八
.

の
牧
縮
が
如
何
な
る
原®

に
基
く
を
間
は4^

、

暴4

が 

爲
め
に
多
く
の
破
産
者
を
出
す
の
結
粟
，

V

呈

ず

可

し

。 

如
何
と
な
れ
ぱ
、
豫
期
せ
る
通6

に
資
金
を
偕
入
る
、 

こ
i

能
は
.？t;

る
i

き

に

：̂

、
.事

業

の

託

晝

を

破

壊

せ

ら 

る
-

^
を
以
て
也
。
さ
れ
ば
、
金
融
恐
懷
の
發
生
せ
る
場 

:
<
ロ
に
は
、
.債
務
を
難
濟
す
る
に
宠
分
な
る
資
產
を
有
せ 

.
る

含

社

商

會

等

の

被

產

者

を

ぱ

如

何

に

し

て

防

业

す

可 

.

き
や
は
一
大
問
题
お
る
な6

。
然
◊

と
雖
ダ
、
代
表
的 

金
融
恐
K

中
に
於
て
發
生
ず
る
被
產
，の
主
な
る
の
は 

往
々
人
の
主
張
せ.る

が

如

く

、
贷

出

の

聚

縮

，，乂

は

高

率

， 

な
る
利
子
步
合
の
爲
め
に
誘
致
せ
ら
れ
す
し
て
、
恐
慌 

前

の

：，好
1

の
際
に
損
失
を
蒙
れ
る
が
爲
め
に
®
敎
せ 

ら
れ
お
る
也
"

換
言
す
れ
ば
、
假-T

N

に
信
用
及
び
货
常 

，银
A

か
完
全
に
し
て
、
此

制

度

の

の

爲

め

に

倩

歡 

相
當
の
資
產
を
有
ず
る
者
を
し
て
破
產
せ
し
む
る
が
如 

きk
J
-
J

な

し

と

す

る

ダ

、
.猶

は

倩

務

に

相

當

せ

る

資

產 

を
有
せ
ざ
る
者
が
被
産
す
る

s
J

と
あ
る
可
し
。
斯
か
る 

贼
產
者
の
事
業
を
整
理
し
て
經
費
を
節
減
し
以
て
有
利

I

X

レ

Ii：iIII
I

I4'h-

的
事
業
た
ら
し
む
る
れ
、
或
は
又
相
當
の
®

當

爲

し
. 

.

得

る

様

に

公

稱

資

本

を

減

額

せ

し

む

る

は

社

會

の

一

公

S

 

な

と

す
0
.

鼓
に
到
-^

 K

吾
人
の
聞
ね
んi

欲
ず
る
所
は
何 
'が
敌 

に
凰
々
被
產
源
を
出
す
に
至
る
やt

在
6

?
利
潤
を
豫 

期
通
み
に
牧
む
る
こ-0

を
得f

o

る
は
勿
錄
種
か
の
原
因 

に
依
る
可
し
。

‘

一
例
を
擧
ヶ
れ
ぱ
、
實
業
家
§
豫
想
が 

不

作

、
，

事

、
地

霞

、
暴

風

雨

等

の

如

き

夭

炎

地

變

.に
因 

’

づ
く
生
產
の
激
減
の
爲
め
に
大
に
外
み
る
こ
と
あ
.
デ
。
レ 

'
損
失
は
又
戰
爭
、
入
寇
、革
命
及
び
政
府
の
政
策
の
變
更 

普
に
依
<

^

ズ
誘
敎
せ
ら
る
、.
こ
と
あ
6

.。

株

ま

及

か

商 

'

品
又
は
不
動
産
の
投
機
暮
貝
に
依.
◊

て
暴
和
；

W

貧
ぱ
る 

こ
-
^
;を
得
る
と
同
蹄に
、

之
に
依
6

て
大
慎
害
を
蒙
る 

こ
i

あ
6

。
.爛
式
取S

所
に
於
て
價
格
がi

せ

，る
の 

'

結
果
と
し
て
法
外
な
る
利S
:

を
纏
得
せ
ん
こi

を
希
望
一
：，
 

せ
b

s

爲
め
に
先
敗
ず‘
る
こ
と
あ
6

。
桃
式
の
價
路
碑’
' 

理
#

上
會
社
の
利
益
め.
潜
減
t

比

例

し

て

：騰

¥

可
き
一 

m

ダ
の
ぐ
る
な
、#1

?
?

の
價
格
ほ
叉
豫
期
せ
ら
れ
お
る
將

：

m

綠.

ザ
の
'利
S

の
爲
に
左
右
さ
ら
る、
}も

り

な

と

す

。 

好
景
氣
鹿
代
に
は
萬
事
を
樂
觀
せ
る
の
結
栗
と
し
て
、 

糖
ま
の
價
格
を
ぱ
現
今
の
利
益
と
何
等
の
交
波
を
有
せ 

,\

タ
.全

筒

値

に

麵

上

る

こ

と

あ

る

の

み

な

ら

す

、

早

晚

此 

I

高
値
が
將
来
に
於
け
る
利
益
何
等
の
交
渉
を
有
せ 

\

ま
る
ダ
の
な
る
、を
發
見
す
る
に
至
る
な
ぐ
。
而
し
て
、

.
播

式

は

種

々

の

階

級

に

觸

す

る

人

の

手

に

在

る

ダ

の

な
 

る

を

以

て

パ

酣

當

戴

期

せ

ら

れ

お

る

よ

ク

だ

低

率

な
 

る

勝<

ロ
：

U

檢

主

の

蒙

る

損

#

は

社

會

一

般

に

其

影

響

を
 

及

'ぼ

す

な
6
.
?斯

く

云

ぱ

，と

て

株

主

は

|
2̂
際

に

損

失

を
 

.

蒙

6

セ
る
は
あ
ら

'

、̂

單

に

戴

期

せ

ら

れ

お

る

，
よ

6 

一
ダ
少
額
な

'
o

i云

，ふ

に

止

ま

る

な

ク

。

,

X

上
記
の
原
因
以
外
の
事
情
の
爲
め
に
産
業
の
利
®

I

が
豫
期
に
反
ず
る
こ
と
あ-
^
.。
例
へ
ぱ
、
好
景
氣
の
季 

\

 

, 

於
て
或
る
製
造
業
者
が
貨
物
の
生
產
額
を
激
潘
せ 

-

る
爲
め
か
、
或
は
需PT

が
減
少
せ
る
の
結
架
と
し
て
生 

產
過
多
に
苦
し
む
こ
と.
§
6

。
又
骑
と
し
て
，は
、
貨
物 

の
需
要
は
盛
ん
な
る
？
、
需
要
を
滿
お
す
に
足
る
丈
け

.

七
麦

K



，.<

%

q
，'ミI
■II

m

錄

as
デ.
.货
物
量
を
産
出
ず
る•
こ
.
と
れ
得
さ
る
が.
.
^
め̂
.
に
.、
雙 

期
通
ヶ
の
'
利

潤

を

收

む

る

を

得

，タ

る

こ
.と

あ
~0
。̂
ぺ

註

)

.

許

此
i

例

は

な

り
9
, 

‘

'

生
廣
過
多
、

産
，過
少
等
の
問
題
が
重
視せ

ら

る〜

.
： 

は
鼓
に
贊
言
す
る
の
要
な
き
所
な
る

5
P

、
擎
者
の
觀
る 

所J
.
I

據
れ
ぱ
、.
生
產
費
の
不
均I

な
る
潜
加
は
之
ょ6
 

も

1

層

重

大

な

る

問

題

な

す

。
例
へ
ぱ

f

 

'或

る

，
屬

，
 

造
業
に
於
け
る
生
產
費
僵
ね
に

1

割
の
潜
加
を
來
お 

し
お
る
の
み
な
る
に
を
拘
ら
す
、
他
の
製
造
業
に
於
け 

る
生
產
費
が
五
割
の
塘
加
を
來
お
す
こ
と
あ
6

。
若
し 

此
際
に
後
者
が
其
生
産5
|
^物
の
‘
價
粮
を
五
割
方
，引
上
げ 

ん
か
、
其
货
物
に#

す
る
需
要
は
他
に
遷
る
に
，至
る 

し
。

此
货
物
が
必
需
品
に
し
て
他
に
何
等
の
代 

用
の
存
せf

j

る
場
合
を
除
く)

。
さ
れ
ば
、
最
五
尚
率
な 

る

生

産

費

を

要

す

る

産

業

の

：
利

潤

は

減

か

し

、
.'最

低
 

率
な
る
生
產
喪
を
要
す
る
産
業
の
利
潤
は
潜
加
す
る
に 

至

る
し

。
，，

、

然
"

^

而

し

て

.、

斯

か

る

狀

態

は

え

を

豫

知

す

る

こ
と

- 

七
六0

.
を

得

る

ダ

の

な

る

を

以

て

、

從

つ

で

之

を

^

す

る 

こ
と
を
得
！̂
'る
な6

。
然
6

と
雖
ダ
、
此
狀
態
を
目
し 

て
普
通
の
意
味
に
於
け
る
生
產
界
の
浪
亂
又
は
需
給
め 

不
調
和
i

爲
す
こ
i

を
得
す
。
如
何i

な
れ
ば
、
上
記 

の
現
象
は
一
事
業
の
計
晝
せ
ら
る

〜

皮
毎
に
必
す
發
生 

す
冗
き
ダ
の
な
れ
ぱ
な6

0

或
る
一
事
業
だ
企
圓
せ
ら 

る〜

や

、

種

々

な

る

原

料

を

要

求

す

可

き

.
^
、
其

需

要 

.
の
種
度
は
原
料
のa

類
に
依
6

て
同
一
な
ら
す。
.

桃
つ 

て
原
料
品
の
價
格
は
騰
貴
す
き
ダ
、
其
騰
貴
の
程
度
. 

は」
{

4

せ
！
^

る
可
し
。I

例

を

擧

ぐ

れ

ぱ

石

廣

幷

，
に

鐵 

を
比
較
的
多
く
梢
費
せ
る
産
業
の
生
產
®

が
激
憎
し
つ 

>

'あ
る
に
ダ
拘
ら
す
、
此
等
の
原
料
品
を
称
別
に
多
く 

梢
費
せ
，
 

ず
る
產
業
の
生
産
費
が
単
に
少
し
く
獵
加
せ
る 

に
业
ま
る
こ
と
あ6

。

i

此
外
、
，賞
銀
、
地
代
、
利
子
步
<
ロ
及
び
其
他
種
々
生 

産
費
i

し
て
仕
拂
は
る；
 ̂
%
の
が
不
均
一
に
爾
加
す
る 

こ
と
あ>

9

だ
の
な
，
を
以
て
、
總
て
產
業
は
、
其
性
質 

の
就
舊
を
問
は-K

、

. 

S

.々

投
機
的
色
彩
を
？^
ダ
つ
、
あ

39

I

O

0
此
投
機
的
性
賞
に
伴
ネ
危
臉
は®
,

6

?直
S

卞
社
> 

會
の
.
資

的

進

ホ

を
.可
能
なA

T

心

む
る
唯I

の
手
段
を 

る
企
業
對
し
て
吾
人
の'
支
拂
.
ふ
：代

慣

に

外

な

ら

す

0
.

さ4

ば
、
企
業
の
勃
興
が
纏
て
多
く
の
企
業
家
に
累
を

. 

及

ぼ

し

、
，
其

企

業

家

'
S

種
，々

無

理

算

段

を

試

み

お

る

の 

結
果
、
遂
に
彼
等
をU

V

債
燕
の
辨
濟̂

堪
へ
能
.は
さ
，
 

る
こ
と
を
@

白
せ
し
む
る
に
至
る
こi

あ
る
は
S

し
，
^
 

る
に
足
ら
ざ
る
也リ

然
4

ぢ
>
 

彼
等
は
彼
等
の
破
產
料 

手
腕
の
足
ら
タ
る
だ
爲
め
な
ら̂
^

し
て
‘

、
彼
等
の
カ̂
 ̂

及
ぱ
さ
る̂

?

に
因
、つ.

^

の
な
，る
こ
と
を.
*

5
3
!

鼻

る
.
. 

に
至
る
な
6

0
 

.

0

是
觀
之
、
恐K

は
単
に}

部
の
生
産
業
者
が
®
格 

の
：引
^

を
以
て
生
產
費
の®

加
に
伴
ふ
損
失
を
償
ふ
こ. 

と
能
は
ず
る
の
事
情
の.
み
に
依
6

て
誘
致
.
せ
ら
る
：
 >

,

こ
，
 

i

ぁ
る
ダ
の
な
<

^
と
す
o 

‘此
場
合U

於
て
、
货
物
の
產 

額
に
谓
減
な
く
又
需
用
量
ダ
從
前
の
價
格
に
て
服
寶
サ 

ぱ
損
失
を
免
る
こ'
t

能
は
？̂
る
な
6

。
而
か
も
、
賈
拖 

の
騰
貴
は
需
要
の
減
少
を
來
せ
し
、
#

要

、
の
，躺

少

は

利

雑

嫌

脚
の
減
.退
を
辣
致
す
る
を
奈
何
せ
ん
。

 

.
 

，

鼓
に
論
ホ
る
狀
態
は
普
通
の
生
産
過
多
說
、
卽

.
i:'

生 

產
.費
は
槪
し
：て
旣
製
品
の
價
将
騰
貴
の
輕
庇
以
下
に
®

 

加
：す

る

の

傾

向

あ

-
o

i

の
學
說
を
嚼
ふ
る
者
が
假
定
せ 

る
敬
態
i

全
く
異
6

た
る
？
の
な
6

と

ず

。
企
業
の
成
 

.
な

る
季
節
に
於
て
货
物
のj

般
的
需
要
が
!

-
均

二
割
五 

分
糟
ヵ
L

生
產
廣
は
平
均j

割
の
增
加
を
来
お
し
お 

る

に

過
ぎ
ざ
る
こ
i

あ

る

可

し

。

さ

れ

と

、上
述
の
如
 

く
、
或
る
產
業
に
於
：

S

る
生
產
贊
の
潜
加
が
他
の
產
業 

費
に
於
け
る
生
産
費
の爾

加
よ
-

^

ダ
著
し
き
こ
i

あ

る
 

を
以
て
常
態
i

な
す
が
故
に
、
生
産
®

の
糟
加せ
る
®
 

物
に
對
す
る
需
要
は
比
較
的
減
少
し
、
從
つ
て

4^

を

蓮 

者
の
利
潤
は
減
退
す
る
に
反
し
、
他
の
货
物
生
産
#
の 

利
潤
.ほ
潜
加
ず
る
に
至
る
ぢ
の
な6
.

i
す

。

さ

れ

ば

，、 

•
各
嚴
業
の
利
潤
が一

般
に
減
退
ず
る
は
恐
慌
前
め
•こ
と 

に
非
卞
し
て
企
業
頓
挫
の

1

結
巢
1」

し
て
：恐
S

後
に
發 

生
す
る
现
象
な
ヶi

す
。
 

.

、 

さ
れ
ぱ
、
物
價
の
騰
貴
は
生
產
業
者
の®

.

r狂
は
.

七

六1

,

を:



雜

錄

七
六
，ニ

I
,

レ

、
0
ひ
ズ
多
く
の
®
颇
の
產
業
に
於
け
る
利
潤
を
減 

一
、
退

せ

じ

め

果

と

じ

て

金

數

界

の

前

逮

ば

#
ず
る 

不
受
の
"
^

を
醜
生
ザ
し
ひ
る
に.至
る
’ダ
，か
な-CN

と
す
。

.

W

し
て
.此
不
安
の
忿
極
新
勃
興
を
阻
业
し
、
從

ゥ

で

r

 

般
に
！̂
業
界
のS
氣
を

，
阻
喪
せ
し
む
る
？
の
は
他
.

U

存 

せ

ざ

ふ

な

*
^
。

 

;

普
通
恐
慌
前
に
於
け
る
產
業
隆
盛
の
時
代

U

ほ
上
戈 

に
列
擧
せ
る
實
業
よ
め
、
^

そ
.破
壊
す
る
影
響
を
有
す
，
 

る
總
て
の
事
情
は
殆
ん
と
悉
ぺ
實
在'せ
も
。
.
之
が
爲
；e

 

に.
、.
•恐
K

を
練
敷
す
る
原
因
は
頗
る
複
雜f
c

し
て
、
桃 

.

つ
て
甲
の
瑜
者
はA

を
以
\

^

®
慌

の

原

因

な

、

6

と

し
、i

 

乙
の
論
者
：

を
以
て
其
原
因
な

6

と

主

張

す

る

に

'至 

れ
る
な
'タ
。
尤
ぢ
、
此
等W

々
，
の

原

因

の

輕

重

は

想

爐

に 

依
-

^

て
異
れ
6

?

例

4

ぱ >:.

和
蘭
に
於
け
る
千
六
百
三 

\

 

.
十
六
の
恐
慌
は
主
と
レ
や
徵
金
香
め
投
機
寶
賈
の
誘 

敎
せ
る
'ダ
の
，
‘ぷ
6

0

文
蘇
國U

於
け
が
千
あ
百
。

一
年 

の
恐
脈
は
生
産
過
少r—

卽
も
‘
ダ
リH

 

\

殖
民
事
業
の

'、之
に
反
し
て>
.

英
國
に
於
け
る
千
七
百0

七

年

\
^
-
^
百

千

七

年

及

ぴ 

千

七

百

四

十

五

年

の

，恐

P

は
政
治
的
原
因
の
誘
敷
せ
る 

ダ
の
な
ら
。15

<

千
；A
l

l

率
に
於
け
る<

ロ
衆
國
の
®
 

K

 

は
取
引
所
に
於
け
る
役
機
に.因
づ
け
6

。
然-

c
s
i

雖7^
、 

他
の
普
通
の
恐
慌
を
誘
敎
せ
る
種
々
な
る
原
因
就
舍 

ズ
其
輕
重
を
論
す.る
は
蓉
易
の
業
に
非
！
^

る
な
6

。

|
&

も
ダ
.

爲
め
に
資
求
ど
浪
費
せ
じ
結
巢
な
-

i

1

!■i

I

i ，

41

.

日

本

中

世

經

濟

史

料
"

：

：
'

/

>

 

:

.
 

:

- 

' 

秘

本

彦

.
，身

那

：
：

,
- 

. 

• 

' 

V 

, 

■
 

■

-
.
 

' 

> 

.

日

本

經

微

史

は

朝

ま

や

化

史

料

ダ

1

通
6

出
版
. 

'
さ
れ
て
を
-CS

正
倉
院
、
石
清
水
八
幡
、
高
野
山
の
货
書 

な
ど
皆
大
日
本
史
料
の
古
次
满
の
部
に
出
服

r
o

れ
、
.お 

だ
貴
要
な
る
東
寺}m

合
文
廣
の
殘
る
の
み
や
あ
る
。
殊
，
 

に

驚

學

築

田

博

士

は

大

凡

經

濟

史

，に

役

M

立
っ
や
ぅ
に
，
 

之
を
纏
め
て
あ6

>

新

見

學

士

，の
：最

ぷ

l
i}

耀

か

拼

究
 

タ
發
ま
せ
ら4

、

古
事
類
苑
の
如
き
多
少
，粗
漏
め
嫌
ぁ 

る
け
れ
と
ダ
此
骑
代
は
比
較
的
詳
細
や
れ
る
か
も
處
料 

の
缺
ゴ
乂
を
慨
く
必
要
は
な

$

 

0

福

旧

博

士

は

日

本

經

W

.
 

£

^

M

k

.

\
ぁ
-

川
上(

多
助
安
學
士
贼
S

 

詳
密
に
古
人
のW

梵
を
嫩
綴
し
新
し
き
方li

に̂

っ
ひ
：
 

つ
あ
る
か
.ら

朝

前

後

の

こ
i

は

憂

ラ

る

に

，
足

ら

ぬ 

1

^

安
朝
は
赚
倉
時
代
に.
聽
理
^

1

^

4せ

，一

種

の

#

建

制

め 

萌
？

k

や
あ
6

、
、
こ
れ
が
發
達
で
あ6

、
殊
に
§

の
研

究
は
薬
田
傅
士1

g

田
博
士
芝
學
士
な
ど.の
ダ

の
火
略
な 

が

ら

發
表

せ

ら

れ

て
ゐ
る

、
多
少
雲

を

捉
む
如
き
事
ダ 

あ

る

け4

サ

ダ

職

な

が

ら何
等
か
暗
示
は
與

X

ら

れ

y

 

わ
る
。
所
き
鎌
倉
糖
代
に
な
れ
ぱ
屋
赚
黑
板
兩
博
士
の 

守
譲

地
頭
の
»

文

ぢ

發

表

せ

ら

れ

てあ
る
計
6

、
こ

れ 
::

と
て
經

鹤

よ
ろ
な
制

度

に
重
.き

を

置
き
す
ぎ

お
倾

料

あ
 

る
の
み
や
あ

る

。
，前
ニ
囘
に
S

V

室
町
蹄
代
の
史
料
の’ 

;
I

P

を
紹
介P

お
け
れ
と
だ
鎌
倉
時
代
に
關
す
る
經
濟 

皮
.の
碗
究
や
ほ
福
田
傅
士
の
坐t

o

數
年
前
國
家 

學

會

雜

誌

や
信
用
に
關
す
る

文

書

に

，よ6

し

論

文

の
み 

や
嫌

倉
全
般
に
S

つ

て

は
經
濟
史
的
の
方
而
は
徵
々
お 

,
る

？

P

の

や
あ

る

。

吾

妻
鏡
の
如
き
古
來
よ
く
よま
れ

お 

史
料
す
ら
經
濟
史
に
應
用
さ
れ
お
部
分
は
極
め

y

小
部 

分
.や
あ
タ
。
横
弁
博
士
の
商1

を
み
て
此
書

S

引 

用
は
案
外
少
な
い
の
に
释

S
.

お
。
玉
葉
、
山m

記
、
明 

記
：、臺
記
、吾
妻
鏡
、
愚
營
錢
な
ど
比
較
的
潘
翰
な
？ 

の >

"

中
よ
'

^
例

j
j；

よ
ウ
て
紹
介
す
る
こi
>

'し
お
。
平 

安
朝
赚
倉
蹄
代
な
る
糖
代
區
別
の
如
き
は
賴
朝
の
f

雑-
i

錄

七
力111


